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⼯事別の施⼯BIM 00
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0.⼯事毎の施⼯BIM
■ 効果が期待できる：109件。BIM連携が必要は79件

リストは 06.章
P120～P125
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0.図版の⾒⽅
■ 期待できる効果をＱ,Ｃ,Ｄ,Ｓ,Ｅで整理
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1.準備⼯事

（１） 準備工事でＢＩＭモデル活用の準備
（２） 情報共有環境（IT環境）の構築
（３） BIMモデルを表示できる会議室の整備
（４） 既存建物の情報収集
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2.仮設⼯事

（１） 設計図に表現されない仮設工事
（２） 外周足場と重機の干渉チェック
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3.解体⼯事

（１） 解体手順の周知徹底
（２） 解体数量の把握
（３） 既存建物と新築部分の干渉チェック
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4.杭・掘削・⼭留⼯事

（１） 杭と埋設物・埋設配管の干渉チェック
（２） 掘削工事のステップを表現
（３） 乗入れ構台と切梁の干渉チェック
（４） 敷地周辺の埋設インフラとの干渉チェック
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5.基礎⼯事・逆打⼯事

（１） 過密な基礎鉄筋の納まり検討
（２） 鉄筋の定尺物の利用検討
（３） 逆打工法に伴う１階梁・床の早期検討
（４） 逆打工法の構真柱と切梁の干渉チェック
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6.RC躯体⼯事(1)

（１） 躯体形状と数量の把握
（２） コンクリート打込み工区検討
（３） 型枠工事への活用
（４） 鉄筋工事への活用
（５） 設備専門工事会社への提供
（６） 昇降設備工事との干渉チェック
（７） その他の活用
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6.RC躯体⼯事(2) 00
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7.免震⼯事

（１） 免震層検討の留意事項
① 構造設計で定めたクリアランス確保
② 支持架台の固定位置（上層、下層）
③ 地震時における干渉チェック
④ メンテナンス性

（２） 中間階免震の留意事項
（３） 既存建物の免震化における作業手順検討
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8.鉄⾻⼯事(1)

（１） 鉄骨工事はBIMの効果が大きい
（２） 鉄骨製作図モデルの整合性確認
（３） 鉄骨FABとの数量情報の共有
（４） 建方手順の検討と周知徹底

■ 鉄骨製作図を中心とした鉄骨BIM活用は04章
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8.鉄⾻⼯事(2) 00

04

05

06

01

02

03

P70
P71

3



66©2015 一般社団法人 日本建設業連合会

9.外壁・外部建具⼯事

（１） 躯体モデルとの取合い調整
（２） 外壁割付とスリーブ位置の検討
（３） 雨仕舞の検討とシール施工範囲の指示
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10.設備⼯事 11.昇降設備⼯事

（１） 元請が中心になってBIM連携を推進
（２） 設備専用BIMツールの効果を出す
（３） 設備ユニット化の検討
（４） 昇降機設備と躯体の取合い調整
（５） 施工手順の確認にも利用
（６） 著作権や技術保護に配慮
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12.内装・内部建具⼯事

（１） 設計変更時の増減数量を把握
（２） BIMモデルをプレカットに活用
（３） 鉄骨と建具の取合い調整
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13.防⽔⼯事 14.外構⼯事

（１） 雨仕舞の確認
（２） エキスパンションジョイントの検討
（３） 埋設配管の確認
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鉄⾻製作図を中⼼とした製作図BIM P78 00
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■S造事務所ビルを題材にBIMモデル合意の実施⽅法を解説

02.章「BIM連携の流れ」に対応 工種ごとに実施事項を解説
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鉄⾻製作図を中⼼とした製作図BIM
■ 01.章 ３．BIMモデル合意への挑戦

P18
‐P21
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■BIMモデルを活⽤した合意形成(≠BIMモデル承認)
■打合せ⽤図⾯の削減が⽬的
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P18
‐P21
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■BIMモデル合意実現のポイント
①BIMモデル中⼼の運⽤

BIMモデルを活⽤して調整（2次元図⾯は使わない）
⇒調整後に承認⽤2次元図⾯を作成

■ 01.章 ３．BIMモデル合意への挑戦

鉄⾻製作図を中⼼とした製作図BIM
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P18
‐P21
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■ 01.章 ３．BIMモデル合意への挑戦

■BIMモデル合意実現のポイント
②BIMモデル合意の範囲確認 ③連携開始時期

⇒関係者間で事前協議 ⇒早期の連携が成功の鍵
（元請の役割）

鉄⾻製作図を中⼼とした製作図BIM
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1.共通事項
■ 製作図BIMの全体像を把握

P80
‐P81
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■取組レベルを確認 ■共通の実施事項を確認

本章の想定レベル
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2.作業フロー
■ BIMモデルと成果物の関係を確認

P82
‐P83
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■BIMモデル・成果物のスケジュール、活⽤例を記載
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3.元請
■元請の役割を確認

P84
‐P85
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■元請が注意するべきポイントを記載
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4.鉄⾻FAB
■ BIMモデルの活用スケジュールを確認

P86
‐P87
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■BIMモデルを活⽤し、⼀般図と単品図の区別なく詳細検討

■他⼯種モデル・製作図の情報を反映
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5.設備
■一般図段階でスリーブを調整

P88
‐P89
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■設備モデルを使ってスリーブ位置調整
を効率化

■設備間調整も重要
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6.昇降設備
■チェック用の図面を削減

P90
‐P91
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■BIMモデル合意でチェック⽤図⾯を削減

■⼀般図段階で⼯場取付ピースを決定
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7.鉄⾻階段
■一般図段階で受け梁のレベルを調整
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■鉄⾻階段モデルを使って受け梁レベル調整を効率化

■仕上材との取合い等、詳細部分の調整にも注意
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8.外壁・外部建具
■ファスナーモデルを入力できれば効率向上
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■板割り、ファスナー位置が重要

■製作図から鉄⾻FABが⼯場取付ピースモデルを作成

■ファスナーモデルを使えば調整の効率向上
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9.内装・内部建具
■間仕切り先行ピースの検討でBIMモデルを活用
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■先⾏ピース指⽰図から鉄⾻FABが
⼯場取付ピースモデルを作成

■意匠モデルを活⽤して調整の効率向上
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10.⾦物・仮設
■従来の作図スケジュールとの違いを確認
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■仮設指⽰図・⾦物製作図から鉄⾻FABが
⼯場取付ピースモデルを作成

■どちらもBIMモデルを使えば調整の効率向上

■従来より早期の調整が必要なので注意
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専⾨⼯事会社から⾒た「施⼯BIM」５
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５ 東芝エレベータの⽇建連における活動
■専⾨⼯事会社の視点で、⽇建連の施⼯BIM推進を⽀援

1. BIM部品標準化WG 2011年〜
・BIM部品に関する調査活動の協⼒
・BIMモデル連携⼿順の検証

2. 専⾨⼯事会社のBIM取組みに関する情報交換会
・BIM実態調査の協⼒
・BIM連携に必要な「ガイドライン」の必要性を提案

3. 専⾨⼯事会社BIM連携WG 2013年〜
・「施⼯BIMのスタイル」編集協⼒
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当社業務における課題
■2D図⾯での業務効率化に限界

■現状の課題
・昇降機鉄⾻部材の図⾯作成、チェックが煩雑
・⾃社単独での効率化に限界、BIM連携による改善が必要

図面のやりとりが煩雑 受注後に問題が見つかり調整

継⼿とレール⽀持材が⼲渉

５
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東芝エレベータのBIM
■BIM連携による業務の効率化を⽬指している

建築計画 基本設計

BIMパーツ提供

施⼯

BIM設計協⼒ 施⼯BIM連携

実施設計

＜設計⽀援＞ ＜納まり確認＞ ＜鉄⾻調整・仕様決定＞

【設計事務所とのBIM 】 【建設会社とのBIM】 ⽣産性
向上

営業
⽀援

５
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施⼯BIMの実施事例（1）
■BIMモデルを活⽤し課題を早期対策

■⽬的
・納まりチェック
・昇降機鉄⾻部材のチェック
・後戻り作業を削減

■特徴
・元請からモデル提供
・データ共有は元請システムを利⽤

■難しかった事
・BIMモデルと図⾯の並⾏運⽤（不整合時の優先順位）
・⼲渉チェックのレポート作成の負荷

手引き
P106

５
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施⼯BIMの実施事例（2）
■BIMモデルを主体的に運⽤し図⾯作業を効率化

■⽬的
・昇降機鉄⾻部材のモデル合意
・打合せ図⾯の削減

■特徴
・鉄⾻FABと昇降機メーカーが同席
・課題はその場で検討
・承認図は最後に作成
・元請BIM担当者の取りまとめ

■難しかった事
・BIMの継続運⽤

手引き
P107

５
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昇降設備 施⼯BIMの期待（1）
■元請+専⾨⼯事会社間の連携で効果を拡⼤

■鉄⾻FABと昇降設備の連携を実務で定着
・BIMモデル合意で鉄⾻打合せ図⾯の削減につなげる

手引き
P19

昇降機元請鉄⾻FAB

５
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昇降設備 施⼯BIMの期待（2）
■BIM連携効果を最⼤限活かすために

■BIM連携の開始時期を早める
・連携が早いほどBIMの効果が⾼まる。参画時期を早めたい

BIM連携開始＝早いBIM連携開始＝遅い

手引き
P21

５
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その他の専⾨⼯事会社の動向
■BIM情報交換会アンケート

BIM情報交換会
アンケート紹介

５
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専⾨⼯事会社のBIMに対するイメージ
■第１回 2012年度のBIM取り組みに関する情報交換会

• 本当に元請はBIMをやりきるのか
• 部品を提供してもフィードバックがない
• 実務に使えるガイドラインが必要

BIMは負荷が増える？慎重な姿勢が多かった

専⾨⼯事会社 情報交換会

鉄⾻
⼯事

昇降
設備⼯事

⾦属建
具⼯事 施⼯図設備

⼯事
型枠
⼯事

仮設
⼯事

５
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施⼯BIMのスタイル発刊で変化
■第３回 2014年度 前向きな姿勢に変化

• 元請の意気込みを感じた
• ⽬的、役割、責任、効果が明確になった
• 専⾨⼯事会社のメリットも真剣に考えている
• 施⼯BIMやモデル合意など画期的な⽅針に
共感

専⾨⼯事会社にもBIMのメリットがあるかも

５
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専⾨⼯事会社がBIMに期待すること
■第３回情報交換会の意⾒

• BIMで協業してWIN-WINの関係で効果を得たい
• ⼿戻りを防⽌し逸失利益を無くしたい
• BIM全体最適を確⽴できればメリットがある

専⾨⼯事会社も⾃社の業務改善をはかりたい

５
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BIMモデル合意について
■第３回 情報交換会のアンケートより

• 鉄⾻・階段・設備・ELV・外装のBIMが進めば全体でメリット
• 総合図で⾏ってきた合意形成に適⽤できると良い

BIMモデル合意は画期的な⽅針

設備鉄⾻・階段 外装ＥLＶ

５
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施⼯BIM成功に向けた課題
■第３回 情報交換会のアンケートより

• BIMと2D図⾯の並⾏運⽤を削減
• モデル合意のレベル設定、合意の記録⼿段
• 実際現場で利⽤する2D図⾯への展開フロー
• 業者が決まっていない場合の対応

現状とのバランスをどう取りながら推進するか

５
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まとめ
■施⼯BIMの実現に向けて

• 施⼯BIMは、元請企業と専⾨⼯事会社の連携が重要
• BIMの推進には具体的な事例が必要。
苦労も伴うが、実案件でチャレンジしていく事が⼤切

• BIMで業務を効率化できる可能性が⾼い、
BIMモデル合意の普及を推進

元請企業、専⾨⼯事会社ともにBIMに乗り遅れない！

５
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6 質疑応答・おわりに
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おわりに
■連携WGは継続して活動していきます

1.『⼿引き』の周知・普及に向けた活動
・説明会や内容紹介ができるイベントやセミナーに参加

2. 『⼿引き』活⽤事例の蓄積｜分析｜整理
・イベントなどを通じて最新の施⼯BIMに関する活⽤事例の収集

3. 元請･専⾨⼯事会社の聞き取り調査を継続
・関東圏に限らず施⼯BIMに取組んでいる元請や専⾨⼯事会社との情報交換

6

※アンケートへの記⼊にご協⼒をおねがいします
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編集体制
■WGは9名で活動してきました

■ 執筆・編集：⽇建連 BIM専⾨部会 専⾨⼯事会社BIM連携WG
○ 曽根 巨充 前⽥建設⼯業株式会社

□ ⾹⽉ 泰樹 ⼾⽥建設株式会社
□ ⼩⽥ 博志 株式会社フジタ

⾦⼦ 智弥 株式会社⼤林組
伊藤 ⼀宏 ⿅島建設株式会社
室井 ⼀夫 清⽔建設株式会社
友景 寿志 ⼤成建設株式会社
染⾕ 俊介 株式会社⽵中⼯務店

※編集協⼒：
平⼿ 和夫 東芝エレベータ株式会社

編集にご協⼒をいただいた各建設会社、回答をいただいた各専⾨⼯事会社、WGの活動
過程で貴重なご意⾒を出して戴いた多くの⽅にお礼を申し上げます

○：リーダー ｜ □：サブリーダー

撮影；2014(平成26)年9⽉30⽇ (⽕)  ＠⽇建連会議室






